
種 
 

太
郎
上 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
  

   
   

   
   

 
    

  
 

 

令
和
七
年
献
詠
歌
募
集
要
綱

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

靖
國
神
社
で
は
、
大
正
三
年
よ
り
御
創
立
記
念
日
（
六
月
二
十
九
日
）
に
合
わ
せ
、
全
国
か
ら
献
詠
の
和
歌
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

当
日
は
御
創
立
記
念
日
祭
の
後
に
献
詠
披
講
式
が
斎
行
さ
れ
、
預
選
歌
は
古
式
に
則
り
御
神
前
へ
披
講
さ
れ
て

お
り
、
募
集
し
た
全
て
の
献
詠
歌
も
神
前
へ
お
供
え
し
て
お
り
ま
す
。 

本
年
も
左
の
要
綱
に
よ
り
募
集
致
し
ま
す
。
多
く
の
献
詠
歌
を
御
応
募
い
た
だ
き
度
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

尚
、
み
た
ま
祭(

七
月
十
三
日
～
十
六
日)

に
お
捧
げ
す
る
俳
句
の
募
集
も
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
要
綱
を 

御
希
望
の
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

 
 
  

令

和

七

年

一

月

吉

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

靖

國

神

社

社

務

所

 

一
、
兼 

 
  

  

題   

『 

種 
 

』 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

※
「
種
」
の
字
を
和
歌
中
に
必
ず
お
入
れ
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
選 

 
  

  

者  
 

三 
 

枝 
 

 
 

之 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

森 
 

山 
 

晴 
 
  

美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤 
 

原 
 

龍 
 

一 
 

郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

秋 
 

山 
 

佐 
 

和 
 

子 

 

一
、
献 

詠 

要 

領  

一
人
一
首 

(

厳
守)

。
半
紙
を
二
つ
折
に
し
て
右
半
面
に
兼
題
と
歌
を
、
左
半
面
に
住
所
・ 

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
和
歌
と
氏
名
に
は
要
ふ
り
が
な
） 

但
し
未
発
表
の
歌
に
限
り
ま
す
。
ま
た
漢
字
本
来
の
読
み
に
則
し
て
仮
名
を
お
振
り
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記
入
例
（
半
紙 

※ 

横
長
に
用
い
る
） 

 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  ←

 

点
線
の
部
分
で 

 
 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 

 
 

  
 

記
入
部
が
表
に 

                   
 

 
 

な
る
様
山
折
り 

              
 

    
 

   
   

   
   

   
   

   
  

    
   

   
   

   
   

   
   

   
  

    
   

   
   

   
   

   
   

 
 

  

一
、
受 

 
 
 
 
 

付  

二
月
一
日
よ
り 

一
、
締 

 
 
 
 
 

切  

四
月
二
十
日
（
必
着
）
※
令
和
五
年
よ
り
締
切
日
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

一
、
入 

 

選 
 

歌 

預
選
歌
を
二
十
首
、
次
点
歌
を
二
十
首
選
び
ま
す
。
入
選
者
は
披
講
式
に
御
案
内
の
上 

 

賞
状
と
記
念
品
を
呈
し
ま
す
。 

一
、
披 

 

講 
 

式  

六
月
二
十
九
日 

御
創
立
記
念
日
当
日 

一
、
献 

詠 

歌 

集  
 

特
別
献
詠
歌
、
預
選
歌
を
始
め
、
応
募
の
献
詠
歌
を
全
て
載
録
し
た 

「
令
和
七
年
靖
國
神
社
献
詠
歌
集
」
を
、
十
一
月
中
旬
頃
刊
行
の
予
定
で
す
。 

 
 

 
 

歌
集
を
御
希
望
の
方
は
初
穂
料
金
二
、
五
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
）
を
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。 

同
封
の
振
替
用
紙
を
御
利
用
願
い
ま
す
。 

一
、 

送 

付 

先 

靖
國
神
社
社
務
所 

献

詠

係 

〒
一
〇
二‐

八
二
四
六 

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
三
丁
目
一
番
一
号 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
話
番
号
（
〇
三―

三
二
六
一―

八
〇
二
八
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

以 

上 
 

東
京
都
千
代
田
区 

 
 

九
段
北
三-

一-

一 

や
す靖
く
に國 

た太
ろ
う

 

郎 

年
齢 

 
 

 
 

電
話
番
号 

  

靖 

國 

神 

社 

御
創
立
記
念
日
祭 

【
注
意
事
項
】 

＊  

兼
題
の
下
に
姓
名
の
名
の
み
記
載
し
、
名
の
下
に 

「
上
」
と
記
入
の
こ
と
。 

＊ 

「
種
」
の
文
字
を
必
ず
入
れ
て
和
歌
を
作
る
こ
と
。 

＊  
 

五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
定
型
に
遵
っ
て
和
歌
を 

作
成
の
こ
と
。 

※  

字
足
ら
ず
及
び
、
和
歌
の
定
型
音
数
の
三
十
一
音
を 

大
幅
に
超
え
る
字
余
り
は
不
可
。 

＊  

辞
書
に
掲
載
の
無
い
『
当
て
字
』
『
造
語
』
は 

使
用
不
可
。 

＊  

読
み
違
い
等
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
和
歌
と 

氏
名
に
は
必
ず
ふ
り
が
な
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
。 



登録番号（宛名右下の7桁数字）

〒

（

‐

‐

）
【事務局記載欄】

　　月 　　　日　受付

ＡＣ０３

歌
及
び
氏
名
に
は

、
ふ
り
が
な
を
お
付
け
下
さ
い

。

※
半
紙
と
原
稿
用
紙
へ
は

、
同
一
の
和
歌
を
記
載
願
い
ま
す

。

尚

、
ご
神
前
に
お
供
え
す
る

「
歌

」
は
従
来
通
り
半
紙
に
墨
書
し
て
下
さ
い

。

受付番号【事務局記載欄】

郵便番号

住所

氏
名

年齢

こ
の
用
紙
は
献
詠
歌
集
編
纂
の
原
稿
に
な
り
ま
す
の
で
楷
書
で
御
記
入
下
さ
い

。

ふ
り
が
な

電
話
番
号



      
        

み
た
ま
祭
献

詠
俳
句
募
集
要

綱 
靖
國
神
社
で
は
、
毎
年
御
祭
神
の
み
た
ま
を
慰
め
る
夏
祭
り
「
み
た
ま
祭
」
を
斎
行
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
祭
典
に
合
わ
せ
、
広
く
全
国
よ
り
献
詠
俳
句
を
募
集
致
し
ま
す
。 

み
た
ま
祭
で
は
皆
様
か
ら
献
詠
い
た
だ
い
た
俳
句
半
紙
を
御
本
殿
に
お
供
え
し
、
境
内
に
は
大
小
三
万
を
超
え

る
提
灯
や
各
界
名
士
の
揮
毫
に
よ
る
懸
雪
洞
と
共
に
、
入
選
句
を
大
雪
洞
に
清
書
の
上
披
露
し
ま
す
。 

何
卒
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
多
く
の
献
詠
句
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

令
和
七
年
一
月
吉
日 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

靖

國

神

社

社

務

所

 

要
 

 

綱

 

一
、
兼
題
及
び
選
者 

 

新 

年 
 
 

井

上

康

明 

春 

季 
 
 

稲

畑

廣

太

郎 

夏 

季 
 
 

片

山

由

美

子 
 

秋 

季 
 
 

小

島

 
健 

 

冬 

季 
 
 

宮

坂

静

生 

一
、
俳 

句 

要 

領 
 
|

① 

一
人
各
季
一
句
、
通
季
五
句
と
し
、
誰
で
も
献
句
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

② 

各
季
と
も
一
般
雑
詠
と
し
内
容
は
限
定
し
ま
せ
ん
が
、
自
作
の
未
発
表
句
に
限
り
ま
す
。 

歳
時
記
を
確
認
し
各
季
に
添
っ
た
季
語
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

（
※
旧
暦
及
び
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
使
用
い
た
だ
き
、
造
語
や
当
字
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
） 

③ 

半
紙
を
横
二
ツ
折
り
し
、
右
半
面
に
各
季
別
に
半
紙
一
枚
に
一
句
を
墨
書
。
左
半
面
に 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
住
所･

氏
名(

雅
号)

を
記
入
し
、
俳
句
と
氏
名(
雅
号)

に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け 

て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
入

選

句 
 

各
季
二
○
句
と
し
一
〇
〇
句
を
選
び
、
入
選
状
・
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。 

入
選
句
は
大
雪
洞
に
清
書
し
、
み
た
ま
祭
（
七
月
十
三
日
～
十
六
日
）
中
境
内
に
掲
揚
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
、
献

詠

句

集 

特
別
献
詠
句
を
始
め
、
応
募
の
献
詠
句
を
全
て
載
録
し
た｢

靖
國
神
社
献
詠
俳
句
集｣

を
十
一
月 

に
刊
行
予
定
で
す
。
そ
の
際
掲
載
句
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

句
集
を
ご
希
望
の
方
は
初
穂
料
二
五
〇
〇
円
を
「
献
詠
句
集
代
」
と
明
記
し
お
納
め
く
だ
さ
い
。 

郵
便
振
替
番
号 

東
京
〇
〇
一
九
〇 

-
 

一 
-
 

四
六
七
一
〇 

靖
國
神
社
社
務
所 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
郵
送
先
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
お
書
添
え
願
い
ま
す
） 

一
、
献
句
送
付
先 

 
 
 

〒
一
〇
二-

八
二
四
六 

 

東

京

都

千

代

田

区

九

段

北

三

丁

目

一

番

一

号 
 
 
 
 
 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

 

靖 

國 

神 

社 

社 

務 

所  

献
句
係 

〒
○
○
○-

○
○
○
○ 

 

東
京
都
千
代
田
区 

 

九
段
北
三-

一-

一  

 
 

靖
國

や
す
く
に

太
郎

た

ろ

う

（
雅
号

ふ
り
が
な

） 

 
 

電
話
番
号 

 
 

 

○
季 

 

○
○ふ

○り

○が

○な

○ 

 
 

 

○
○ふ

○り

○が

○な

○ 

 

【
左
半
面
】 

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
載
。 

氏
名
（
あ
れ
ば
雅
号
）
に
は
ふ
り
が
な
を
付
け
る
。 

（
大
雪
洞
と
俳
句
集
は
都
道
府
県
と
氏
名(

雅
号)

の
み
記
載
） 

 半
紙
は
御
本
殿
に
お
供
え
し
ま
す
の
で
必
ず
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 

【
右
半
面
】 

｢

○
季｣

に
は
一
枚
ず
つ
其
々｢

新
年｣｢

春
季｣｢

夏
季｣｢
秋
季｣ 

｢

冬
季｣

の
各
季
を
書
き
、
俳
句
に
ふ
り
が
な
を
付
け
る
。 

半紙は横長に使用し中央にて二つ折り 

て
く
だ
さ
い
。
従
っ
て
半
紙
は
合
計
五
枚
と
な
り
ま
す
。 

一
、
募 

集 

期 

間 
 

令
和
七
年
二
月
一
日
よ
り
四
月
二
十
日
ま
で
（
当
日
必
着
） 




